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No. ー

前
批
況
末、
映
画
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
わ
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
僅
か
六
十
年
足
ら
ず
で
あ
り
ま
す
が、
そ
の
発
展
の
跡
は

ま
に
と
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
で、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
名
作
の
む

々
は、
ニ
ト
世
杞
世
界
文
化
の
貴
重
な
縮
図
で
あ
る
と
い
つ
て

も
い
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
＋
ま
い。
し
か
し
資
重
な
文
化
財
で

．
冷
ス
映
画
も、
多
く
の
場
合、
商
品
と
し
て
を
つ
か
わ
れ、
一

IIF
期
間
の

製打
を
終
え
る
と、
我
々
の
前
か
ら
姿
を
消
し、
そ

の
保
存
と
か
後
日
の
活
用
と
か
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
格
別
の

考
慮
も
払
わ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
り
ま
し
た。

幸
い
こ
の
度
国
立
近
代
美
術
館
設
立
を
磯
会
に、
同
館
内
に

さ
さ
や
か
な
試
写
室
を
持
つ
フ
イ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
が
認

生
し、
内
外
古
今
の
侵
秀
映
画
の
鬼
集
保
存
な
ら
び
に
ぞ
の
茫

用
に
つ
い
て
努
力
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

今
回
は
開
館
記
念
「
美
術
映
画
特
集
と
し
て
各
国
の
美
術
映

画
を
選
抜
上
映
致
し
ま
す
が、
今
後
は、
往
年
の
名
作
を
も
定

期
的
に
上
映
し
映
画
芸
術
に
関
心
を
も
つ
方
々
の
御
希
墓
に
応

え
る
予
定
で
す。
ど
う
ぞ
御
支
援
を
願
い
ま
す。

三
井
芸
術
プ
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ジ
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消
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先
に
「
上
代
彫
刻」
を
世
に
送
っ
た
三
井
芸
術．フ
ロ
ダ
ク
ジ

ョ
ン
が

特
異
な
芸
術
の
世
界
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
桃
山
時
代
の

美
術
の
真
価
を
描
き
だ
そ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る。

挑
山
時
代
は、
中
世
か
ら
打
続
く
戦
乱
の
終
息
と
西
洋
文
化

の
伝
来
に
よ
っ
て、
新
し
い
近
世
文
化
の
誕
生
を
見
た
時
代
で

、
、
、
、

あ
っ
た。
そ
こ
に
は
け
ん
ら
ん
た
る
文
化
む
華
が一
時
に
咲
き

み
た
れ、
美
術
は
宗
教
の
き
ず
な
か
ら
解
放
さ
れ
て
み
ず
か
ら

の
自
由
な
世
界
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た。

映
画
は、
ま
ず
こ
の
時
代
相
の
一
端
を
示
し、
つ
づ
い
て
巨

大
な
城
廓
と
そ
の
内
部
を
飾
る
美
術
品
の
粘
々
を
展
開
す
る。

桃

山

美

衛

―
―

巻

フ
ィ
ル
ム
・

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
発
足

に
当
つ
て
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狩
野
永
態•
長
谷
川
等
佃
•
海
北
友
松・
狩
野
山
楽
な
ど
の
豪

華
だ
屏
風
ゃ
期
絵、
洛
中
洛
外
の
庶
民
の
奔
放
な
生
活
を
写
す

風
俗
画、
さ
ら
に
大
和
絵
の
流
れ
を
く
ん
で
新
し
い
様
式
を
作

り
だ
し
た
宗
逹
の
代
表
作、
宗
達
の
指
導
者
と
考
え
ら
れ
る
本

阿
豫
光
悦
の
逸
品
な
ど、
雄
大
奔
放
な
時
代
の
風
潮
を
反
映
し

た
多
く
の
名
作
が
そ
こ
に
現
わ
れ、
最
後
に
時
流
へ
の
反
省
と

批
判
で
も
あ
っ
た
茶
の
恨
界
が
提
示
さ
れ
る。
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エ
・
シ
ネ
マ
社
製
作

東
和
映
画
株
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会
社
提
供
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説
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説
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読
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ェ
ラ
ー
ル
・
フ
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ソ
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ス
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｛
ビ
エ
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フ
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ジ
ャ
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ー
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セ
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撮
影
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ビ
エ
ー
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・
ゲ
ダ
ン

F
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ー一
九
五
0
年
度
ヴ
[-．ス
国
際
映
画
祭

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
映
画
国
際
賀
受
賞
作
品
ー

フ
ラ
ン
ス
で
は
最
近、
美
術
定
の
生
涯
や
作
品
を
紹
介，
解

説
す
る
美
術
映
画
が
相
つ
い
で
製
作
さ
れ
て
い
る
が、
lL
れ
は

そ
の
一
篇
と
し
て、
今
世
紀
話
題
の
画
家
ピ
カ
ソ
の、
南
佛
ヴ

ァ
ロ
リ
ス
の
ア
ト
リ
ェ
に
お
け
る
活

躍ぶ
り
と、
ア
ン
チ
ー
ブ

の
古
城
グ
リ
マー
ル
デ
イ
美
術

集に

あぷ
近
業
を
写
し
て
い
る。

対
象
の
真
随
を
つ
い
た
演
出、

商
朗
が
画
面、
周
到
な
解
説
に

よ
っ
て、
ビ
カ
ソ
の
画
業
の
歴
史、
生
活
環
境、，
製
作、，．
作
品、

が
あ
ざ
や
か
に
示
さ
れ、
美
術
を
愛
妊
す
る
す
べ
て
の
人
々
に

深
い
感
銘
を
与
え
る
も
の
が
あ
る。＂
．こ
と
に
ピ
カ
ソ
が
白
絵
具

を
節
い
つ
ば
い
に
含
ま
せ、
大
き
な
ガ
ラ
ス
に
得
意
の
デ
ッ
サ

ソ
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
画
く・
ピ
カ
ソ
の
楽
し
げ
な
表
惰
と
と

も
に
正
い
圧
巻
で
あ
る。

監
督・
脚
本・
解
説
を
担
当
し
た
示
ー
ル
・
H

ゼ
ー
ル
は、

ベ
ル
ギ
ー
生
れ
の
美
術
批
評
家
で
こ
の
種
の
美
術
映
画
に
専
念

し
て
い
る
人、
ほ
か
に
「
ル
ノ
ア
ー
ル
か
ら
ピ
カ
ソ
ま
で」
な

ど
の
作
品
が
あ
る。
解
説
朋
読
の
又
エ
ラ
土
ル
・
ブ
イ
リ
ッ
プ

は、
肉
体
の
悪
隣、
そ
の
他
で
な
じ
み
の
深
い
フ
ラ
ソ
ス
映
画

界
き
っ
て
の
人
気
俳
位
で
あ
る。

ア
メ
リ
カ
の
現
代
画
家

「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ワ
ト
キ
ン
ズ
」

フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
製
作

米
合
衆
国
文
化
情
報
部
提
供

監
督、
E
.
M
•
ペ
ン
ソ
ン

伴
奏、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ソ
絃
楽
四
重
奏
年
16
番

期
奏
：ハ
ガ――
ー
ニ
四
重
奏
団

こ
の
映
画
は
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
に
あ
る
彼
の
ア
ト
リ
ニ
を

最
初
に
紹
介
し、
次
に
彼
が
最
初
に
世
間
の
注
目
と
賞
讃
を
犯

て
共
感
を
呼
ん
だ
作
品
「
構
成
に
お
け
る
自
殺」
と
題
す
る
作

品
を
紹
介
す
る。

次
に
彼
の
初
期
の
作
風
か
ら
現
在
の
作
品
に
至
る
ま
で
に
つ

い
て
短
い
説
明
が
ア
ナ
ウ
ソ
ス
さ
れ
そ
れ
と、
同
時
に
カ
メ
ラ

は
彼
か
こ
こ
＝＝
年
間
取
り
紐
ん
で
い
る
大
作
「
復
活」
と
題
す

ろ
大
画
画
が
徐
々
に
完
成
さ
れ
て
行
く
過
程
を
画
く。
-

私
達
の
輿
味
を
引
ぐ
点
は、
彼
の
肖
像
画
作
製
の
場
合
を
例

に
と
り、
最
初
の
デ
ッ
サ
ソ
か
ら
次
に、
油
彩
の
下
地
と
し
て

白
テ
ム
ペ
ラ
を
カ
ン
バ
ス
の
上
に
お
く
と
こ
ろ
や、
更
に
そ
の

上
に
油
彩
を
お
き
完
成
さ
れ
る
ま
で
の
技
術
的
な
過
程
を
紹
介

し
て
い
る。
彼
は
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
大
作
の
合
間
に
時
々
依

頼
さ
れ
る。

次
に
映
画
は
色
彩
映
画
と
な
り
画
家
の
他
の
活
動
範
囲
で
あ

る
風
最
画、
も
つ
と
自
由
な
立
場
で
描
い
た
肖
像
画
及
び
大
作

の
た
め
の
予
備
的
な
仕
事
で
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
デ
ッ
サ
ン、
モ
チ

ー
フ
の
た
め
の
覚
え
描
き
の
よ
う
な
も
の
を
と
ら
え、
更
に
最

初
に
紹
介
さ
れ
た
大
画
面
に
も
ど
る。
以
上
で
映
画
の
説
明
は

終
る
が、
こ
の
映
画
の
最
初
か
ら
終
り
ま
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

四
事
奏
が
す
ぐ
れ
た
四
雷
奏
団
に
よ
り
涸
奏
さ
れ
る。
視
覚
に

よ
る
表
現
と
は
切
り
は
な
し
て、
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
た
の
し

い
映
画
で
忠
る。

な
お
ヮ
ト
キ
ン
ズ
に
つ
い
て
云
え
ば、
彼
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

イ
ア
に
生
れ、
其
処
で
育
っ
た
画
家
で
あ
り、
若
い
頃
欧
州
に

学
ん
だ。
作
風
か
ら
云
え
は
広
義
の
ロ
ー
マ
ン
派
に
属
す
る。、

彼
の
作
品
の
中
に
は
人
間
の
情
熱、
苦
悶、
座
折
し
た
意
志
希

望
及
び
さ
ま
さ
ま
な
人
間
の
感
情
が
は
げ
し
い
劇
的
な
調
子
で

語
ら
れ
て
い
る。
と
同
時
に
絵
画
表
現
の
個
々
の
対
象
の
画
き

方
は
非
常
に
リ
ア
ル
で
あ
り、
こ
の
レ
ア
リ
ズ
ム
の
自
分
の
中`

に
こ
な
し
て
自
巳
の
感
性
を
表
現
し
て
い
る。
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